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２歳児歯科健診を活用した
保護者への簡易スクリーニングの実施



町田市の概要

43万428人人口

21万593世帯数

71.55㎢面積

11万7936人高齢者
人口

27.4%高齢化率

（2026年1月1日現在）

・都内では多摩地区26市の中で八王子市に次いで2番目に人口が多い
・新宿・渋谷・横浜といった都心へのアクセスが良い
・駅前には商業施設が充実している一方、緑豊かな公園も多く点在しており、
自然にも触れあうことができる「都会と自然のバランスがちょうどいい」
・市内に大学が9つ、専門学校が8つあり、学生が多い

町田市の特徴



これまでの取組

乳幼児期 学齢期 青年期 成人期 高齢期

・幼児歯科健康診査
（1歳6か月・2歳・3歳）
（集団）

・乳幼児・母性相談

・園児むし歯予防教室

・離乳食講習会

・子育て広場・育児講座

妊娠期

・母親学級

・妊婦歯科健診
（個別・委託方式）

・学校歯科保健指導
（小学校、中学校）

・歯科口腔健康診査（18歳～70歳）
（個別・委託方式）

・高齢者歯科口腔機能健診
（71歳以上）
（個別・委託方式）

・健康教育講座
（オーラルフレイル予防）

・「まちだ お口を元気にする
トレーニング 口トレ」啓発

健
診
事
業
、相
談
事
業
、健
康
教
育
事
業

普
及
啓
発

各種イベントでのブース出展、市内図書館とのコラボ、民間と連携したデジタルサイネージの掲載、SNSを活用した記事配信、等

・障がい者歯科保健
指導

・歯科口腔健康診査・・・特に若い世代での受診者数が少ない
・成人期（若い世代、就労世代）へのアプローチが不足している

歯科疾患の早期発見、早期治療につなげるため、
受診への動機づけとなるような取り組みが必要

【現状】

【課題】



モデル事業の概要

「２歳児歯科健診を活用した保護者への簡易スクリーニング」

２歳児歯科健診に来所された保護者対象

527名（案内送付）対象者
数

・サリバスターを用いた歯周病の簡易スクリーニング検査
の実施
・歯科保健指導および定期的な歯科健診への受診勧奨

内容

2025年10月 6日、20日、27日、31日
2025年11月10日、17日、21日 （計7日間）

日程



実施の流れ

モデル事業参加
説明会・個別面談

6-8月 ・モデル事業に関する説明会に参加
・個別面談の実施

関係者調整

実施準備
案内送付

実施

効果検証

・モデル事業実施事務局と実施方法・内容・スケジュールを相談
・庁内で実施に向けた調整・準備（理事者説明、検査キット購入に
関する手続き、当日の流れや導線についての検討等）

・案内チラシの作成
・事前案内・事前アンケートの送付（2歳児歯科健診の案内に同封）
・関係者周知、実施マニュアルの作成、媒体作成等

8-9月

10-11月

9月

12-1月

内容

・2歳児歯科健診に来所された保護者を対象に、簡易スクリーニングを
実施
・結果に応じた歯科保健指導および歯科健診の受診勧奨

・実施者へ歯科健診の受診状況等について事後アンケートを実施
（モデル事業実施事務局）



事前準備 工夫した点

検査キット 案内文 媒体物の作成

・所要時間約1分。即判定が可能。
・色調変化が3区分のため、目視に
よる判定が容易。
・常温保管、使用期限3年のため、
扱いやすい。

・「期間限定実施」であることを強調
・町田市の成人歯科健診のご案内
を掲載

当日の流れ
（健診従事者周知用）

簡易スクリーニング検査
実施手順

市民向け
啓発媒体の作成

従事者向け
実施マニュアルの作成

パネル展示



当日の流れ
受付 2歳児歯科健診の実施 歯周病簡易スクリーニングの実施

結果返却、説明

工
夫
し
た
点

2歳児歯科健診の受付時、
簡易スクリーニングを希望する
保護者から事前アンケートを回収

（終了後、簡易スクリーニング
検査希望者のみ検査ブース
へご案内）

歯科衛生士による判定
および結果説明

◆ご案内が届いていない方でも、当日
希望者全員が受けられるように対応
例）
・日程変更で簡易スクリーニングの
案内が届いていない場合
・両親や祖父母で来所した場合

◆希望されなかった方にも、確認を兼
ねて再度検査をすすめた

→より多くの方へ実施機会を提供

◆２歳児歯科健診の待合室に、簡易スクリーニング
検査の実施方法および歯周病に関する内容を
掲載したパネルを掲示
→事前説明の時間短縮、
歯周病に関する知識の啓発

◆検査結果に応じた受診勧奨
陰性： 町田市の歯科健診のご案内

（チラシ配布）
陽性：上記+受診票も配布
→特にハイリスクの方へ受診行動を促す

終
了
後

検体採取

唾液採取→試験紙に浸す

◆事後アンケートのご案内、協力依頼
→アンケート回収率アップのため

◆2歳児歯科健診の場を活用
→歯科のみ（所要時間30～40分程度）のため、
保護者への負担が少ない



実施結果
316人（対象者527名のうち約6割が来所）２歳児歯科健診

来所者数

198人（参加率：62.7％）簡易スクリーニング検査
参加者数

20代
25人,12.6％40代

36人,18.2％

◆◆参加者の年齢構成◆◆◆◆参加者の性別◆◆

男性
35人,17.7％

女性
163人,82.3％

30代
132人,66.7％

50代
3人,1.5％

60代
1人,0.5％

不明
1人,0.5％

n=198 n=198

・参加者の性別は、8割以上が女性であった。
・参加者の年齢構成は、30歳代が最も多かった。



陰性
95人,49.0％

陽性【10】
18人,9.3％

陽性【2】
66人,41.3％

簡易スクリーニング検査の結果

n=194

陽性【2】
81人,41.8％

<女性> <男性>

陰性
81人,50.6％

陽性【10】
13人,8.1％

陰性
14人,41.2％

陽性【10】
5人,14.7％

陽性【2】
15人,44.1％

n=160 n=34

<全体>

簡易スクリーニング検査結果は、全体では51.0％の方が陽性となった。
また男女別では、男性が58.8％、女性が49.4％と男性の方が陽性の割合が高かった。



⻭科受診した
（予約済含む）

25人,47％
⻭科受診するつもり

26人,49％

⻭科受診していない
2人,4％

◆◆受診状況◆◆ n=53

◆◆受診、予約した目的◆◆

0 5 10 15 20 25

その他

治療（むし⻭や⻭周病等）

⻭科健診・定期メンテナンス

n=25

無回答者を除き、簡易スクリーニング検査実施後に歯科受診した方（予約済も含む）は
４７％、その受診目的は歯科健診・定期メンテナンスが80％であった。

簡易スクリーニング検査実施後の受診状況
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興味をもった

結果が悪かったため

しばらく⻭科医院を受診していない

もともと定期健診を予定

もともと治療中だった

自覚症状

医師、産業医、保健師等の専門職から受診

結果票などに⻭科医院の情報が記載

その他

歯科受診・予約の理由

「もともと定期健診を予定していた」と回答された方が最も多かった。
次いで、「しばらく歯科医院を受診していない」、「興味をもった・結果が悪かったため」の
順で回答された方が多かった。

n=25
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丁寧な⻭ブラシ

お口のケア用品の使用

⻭科医院の受診

以前から心がけており変化なし

その他

意識していることはない

実施前後での変化
― 意識するようになったこと

「丁寧な歯ブラシ」と回答された方が最も多く、次いで「以前から心がけており変化なし」と
回答された方が多かった。

n=52



59.4%

73.1%

40.6%

26.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

事前(n=197)

事後(n=52)

⻭科健診やお口の専門的な
ケア（メンテナンス）のた
めに定期受診する

痛み等の自覚症状があった
場合に受診する

その他

実施前後での変化
― 歯科医院の認識

「あなたにとって歯科医院はどのようなときに受診する場所か」という質問に対し、「メンテ
ナンスのために定期受診する」と回答された方が、実施前後で59.4％⇒73.1％に増えた。



モデル事業を通しての今後の取組の検討

・アンケート結果より、セルフケアや歯科受診への意識・行動変容がみられた。

・自覚症状があった方や定期健診を後回しにされていた方から、検査を機に「受診して
みようと思う」といった声も聞かれ、受診への後押しにつながったと感じている。

◆既存事業（2歳児歯科健診）の活用
〇利点
・実施準備にかかる調整の負担が少なかった。
・普段アプローチが難しい20代～40代の年齢層に働きかけることができた。
・子どもの健診に来たついでということもあり、無関心層にもアプローチできた。

×改善点
・所要時間を短くすることを優先的に考えた結果、行動変容を促す動機となるような
歯科保健指導が不十分であったと考えられる。



◆男性へのアプローチ
来所者の8割が女性。男性の方が陽性率が高く、男性に対してもアプローチできる手法を
模索する必要がある。

◆事後の歯科保健指導の充実
行動変容につなげるため、歯周病に関する知識および定期的な歯科健診の必要性に
関してより理解を深められるよう、実施内容を充実させる必要がある。

◆歯科受診へつなぐ仕組みづくり
検査後、歯科健診のご案内だけでは無関心な方ほど受診につながらないケースが多い…

検証結果を踏まえ、より効果的な実施方法について現在検討中。

・両親学級等、男性参加率が高い事業の活用

・スクリーニングツールの選定
→事前の検体採取も可能な検査ツールを選択することで、当日来所できない
父親（または母親）の検査を可能とする



ご清聴
ありがとう
ございました


